
ー 21ー

作品名： 「こころをしあわせにする」
図　書：てるちゃんのかお

石原  萌彩 （いしはら めい）　清水小  1 年生

● 読書感想文コンクール 小学校1・2・3学年の部 ●

　なぜ、この本をえらんだかというと、てるちゃんのかおのふくらみのことをしりたい
と思ったからです。
　てるちゃんのかおに、赤いこぶができました。小学校入学の日には、男のこたちが
てるちゃんのわる口をいいました。いじめです。かなしいきもちでいっぱいになったて
るちゃんは、新しい学校にかようことになりました。四ねん生になって、てるちゃんは
おかあさんにすすめられたバイオリンやスイミングにかよいはじめました。スイミング
なんて十キロもおよげるようになったのです。
　私がてるちゃんはすごいなぁと思ったことは、かおのことでつらいことがあってもが
んばってならいごとをしていたことです。私だったら、さきのことばかりかんがえてし
まって、ふあんでできないと思うからです。
　私は小さいころからアトピーで、みんながじぶんのほうをみているきがしてこわい
思いをしていました。ようちえんのときびょういんにいったら、体中ほうたいをグルグ
ルまきにされました。みんなが、ようふくからはみでたほうたいをみて、
「どうしたの？」
って、いっぱいきいてくるのもいやでした。早くアトピーをなおしたくて、なんどもびょ
ういんにいきました。びょういんはいつもこんでいて、五じかんかかる日もありました。
そんなときおとうさんとおかあさんは、
　「ぜったいになおるから、いっしょにがんばろうね。」
　と、おうえんしてくれます。おとうさんとおかあさんが私をまもってくれているのが、
とてもうれしかったのをおぼえています。だから、今もがんばってちりょうしています。
　この本をよんで、おしえてもらったことが二つあります。一つ目は、てるちゃんが
かおのことでこころをいっぱいにしなかったように、わたしもアトピーのことでこころ
をいっぱいにしたくないということです。すきなことをもっと思いっきりやってみようと
思います。そうすれば、こころがげんきになって、アトピーもなおるきがします。二
つ目は、人にはみんな「こせい」があるということです。みんなの「こせい」をみん
なで大じにしていけば、今まできがつかなかったいいところをみつけられると思います。
まい日がもっとたのしくなるはずです。こころもうれしくなって、しあわせでいっぱい
になると思います。もしこんど、アトピーのことをきかれたら、
　「私のこせいだよ。」
　と、おしえてあげようと思います。
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